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腎 細 胞 癌 の 精 索 転 移 の1例
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A CASE OF METASTATIC TUMOR OF SPERMATIC CORD 

         FROM RENAL CELL CARCINOMA

 Masaru HIURA,  Jun TAKENAWA, Osamu RYojI, 

Yoji TAKI, Tadashi HAYASHI and Tadao KIRIYAMA 
From the Department of Urology, Wakayama Red Cross Hospital

   A 51-year-old man was admitted with the complaint of left scrotal swelling (11 x5x5cm). He 
had undergone left nephrectomy and removal of tumor thrombus in inferior vena cava due to 
renal cell carcinoma. Nine months after the nephrectomy, left scrotal enlargement was noticed. 
Left high orchiectomy was performed on January 20, 1988. A clear cell carcinoma was present 
in spermatic cord and pampiniform plexus histologically but testis and epididymis were intact. 
Renal cell carcinoma seemed to disseminate retrogradingly through the spermatic vein to spermatic 
cord. The metastatic tumor of spermatic cord from renal cell carcinoma is very rare and this 
case is the fifth case in the Japanese literature. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1021-1024, 1989) 
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緒 言

転移性精索腫瘍は頻度の少ない疾患であ り,と くに

腎細胞癌を原発として,精 索に転移するものは,き わ

めて稀である.今 回われわれは,左 腎細胞癌を原発と

する転移性精索腫瘍の1例 を経験 したので,若 干の文

献的考察を加えて報告する.

症

患者=51歳,男 性

主訴:左 陰嚢内腫瘤

既往歴:1977年,虫 垂切除術

家族歴=特 記すべきことなし

例

現病歴;1987年1月,無 症候性血尿あり.精 査の結

果,左 腎腫瘍 ・下大静脈腫瘍塞栓 ・両側肺転移が認め

られ,1987年2月27日 経腹膜左腎摘出術および下大静

脈腫瘍塞栓摘 出術を 施行(Fig.1,2).左 腎細胞癌

grade2,pT3V2NOMIと 診断 した.術 後,イ ンター

フェロン投与および化学療法を行い,同 年7月 退院と

なる,ll月 より左陰嚢内の腫瘤と疹痛が出現し,増 大

傾向を認めたため,ig88年1月 再入院となる.

入院時現症:体 格栄養 中等度,体 温36.2℃,脈 拍

正,血 圧152/90mmHg,胸 部 ・腹部は異常を認めな

い.外 陰部は左外鼠径輪 より精索の充実性腫大を認め

る.左 陰嚢内は,11x5×5cmに 腫大 し,熱 感と圧痛

が軽度認められる.

入院時検査成績:血 沈1時 間値136mm,2時 間値

156mm,一 般 検血 ・血液生化学的検査は正常範囲内,

出血傾向な し,尿 検査異 常な し,IAP963μg/ml,

ferritin(RIA)580ng/ml,X線 検査所見:胸 部X線

写真において,両 肺野に小さな多発性転移を認める.

超音波検査所見1精 索遠位側に不規則な形の腫瘤影

あり.睾 丸内部は所々壊死を思わせ,睾 丸周囲に液体

貯留を認める(Fig.3).

以上 より,精 索腫瘍の疑いにて,1988年1月20日 左

高位睾丸摘除術を行なった.内 鼠径輪付近で肉眼的に

正常 となっている精索を結紮した。

摘出標本1腫 瘍は淡黄色,充 実性でやや硬 く,精 索

より発生 していた.副 睾丸は大部分が正常所見で,睾

丸は,う っ血と壊死が認められた(Fig,4).

病理組織学的検査:腫 瘍は,以 前摘出した腎腫瘍組

織と同一の淡明細胞より成ってお り,所 々異型性の強



1022 泌尿紀要35巻6号1989年

菊 一二・.畠∴

'協 .・堪纂 「

..盛身グ 蟻触
'暫 笹壷

_.一.』 巧

惚 ・

・.避.虜 :.ノ7

Fig.4.Grossappearanceofleftscrotalcontents

Fig.1.CTscanrevealedleftrenaltumor.

グ 　イ

.蝋 駆

.蓼
凶

.1、 ・

Fig.2.Grossappearanccofthcremoved

specimen:1eftrenaltumorandtumor

thrombiininferiorvenacavaand

spermatlcveln

.'"'・

彦〆
瓢.!

Fig.3.
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tedclearcellcarcinoma(H.E.).
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原発腫瘍 胃 癌

腎 癌

膵 臓 癌

S状 結腸癌

直 腸 癌

盲 腸 癌

胆 嚢 癌

畢 丸 腫 瘍

尿 管 腫 瘍

不 明

い核も見られ,全 体が胞巣状の構造をとっていた,ま

た,腫 瘍 より近位部の蔓状静脈叢内に同一の腫瘍細胞

が認められた(Fig.5)

以上の所見により,左 腎細胞癌の左精索転移 と診断

19例(50.O%)

5(13.2}

4〔10.5}

3〔7.9}

1{2.6)

1〔2.6}

1{2.6)

112.6}

1{2.6}

2〔5.3}

平均年齢

転 移 側

計

54.8歳

右

左

両 側

38

19例(50.O%}

15(39.5}

4〔10.5}
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Table2. Metastasisofscrotalcontentsfromrenalcellcarcinoma
inJapaneseliterature

原 発 側発表年 報告者 年齢
(TNM分 類〕

転 移 他の転移 予 後
{大きさ}

1984大 森 ら49

1984比 嘉ら68

1984加 藤ら45

1986石 塚 ら71

1988入 澤 ら54

左 腎 左精 索

(p「「3VlbNoMo){3.3x1.6cm}

右 腎*右 精 索

{pT2bViNxM1}偬 鶏卵大〕

左 腎*左 精 索。副 畢 丸

左 腎

(pT3VoN3Mo)

左 腎

(pT2bVoNxMi)

左 畢丸 ・副畢 丸

(12x3.5x3cm}

*左 精索

{2.5×17×0.8cm)

な し

肺

右腎
肺

肝

肺

不明

12M

1.5M

4M後 に

骨転移

3M

*原 発巣に先行して発見されたもの

した.な お,再 入院時より肺転移巣の増大傾向が認め

られたが,全 身状態は良好で,現 在外来にて加療中で

ある.

考 察

精索 の悪 性 腫 瘍 は稀 で,転 移 性 腫 瘍 は さ らに 少 な い

と され て い る.本 邦 に お い て,主 と して精 索 に 転 移 を

来 た した症 例 の 集計 は,別 宮 らD,瀬 口 ら2),大 森 ら3)の

ものが あ り,そ れ 以 降 の もの に つ い て 今 回わ れ わ れ の

集計 し えた症 例 を加 え る と,自 験例 を 含め38例 が あ っ

た(Table1).年 齢 分 布 は,35～79歳 平 均54.8歳

で,患 側 は 右 が19例,左 が15例,両 側4例 で あ っ た.

原 発腫 瘍 は 胃癌 が19例 と半 数 を 占め て い る.次 い で多

い のが,腎 癌,膵 臓癌,S状 結 腸 癌 とな って お り,消 化

器 系腫 瘍 が 全 体 の76%を 占め て い る.欧 米 の報 告 で

も,消 化 器 系 腫 瘍 に よる もの が,62～85%と な って い

るが,前 立 腺 癌 よ りの 転移 が 多 い の が本 邦 と異 って い

る4・5).ま た,精 索 の転 移 性 腫 瘍 は 病 期 の末 期 に 発 生

す る こ とが多 く6),そ の 予 後 は悪 い。 しか し,そ の53

%が 原 発 巣 に先 行 して 精 索 転 移 が 発 見 され て い る7)

腎 細 胞 癌か ら,精 索 澄副 睾 丸 ・睾 丸 な ど陰嚢 内臓 器

への 転 移 も,き わめ て 稀 で あ る.Saitoh8)に よる と,

腎細 胞 癌1,451例 の 剖検 の うち89%の1,293例 に転 移 が

あ り,転 移 臓 器 は,肺(76%),リ ンパ 節(66%),骨

(42%),肝(41%),対 側 腎(23%),同 側 副 腎(17

%)な ど とな って い るが,陰 嚢 内 へ の 転移 例 は報 告 さ

れ て い な い.dcRicseら9)は,腎 細 胞 癌 よ りの 陰嚢

内転 移 を18例 報 告 して い る.ま た,本 邦 で は5例 の報

告が あ り(Tablc2),本 例 は6例 目で,精 索 へ の 転移

に限 る と5例 目で あ る,年 齢 は45～71歳 と さ ま ざ まで

あ り,原 発 巣 に 先 行 して 発 見 され た ものが3例 あ り,

陰嚢 内転 移 が 認 め られ た 時 点 で す で に 他臓 器 へ の 転 移

が確認されているものが,5例 中4例 あり,予 後もき

めて不良である.自 験例はすでに肺転移があ り,左 腎

摘出術後9ヵ 月で精索転移が認められた.ま た,2例

に左精索静脈瘤が見られているが,本 例はなかった.

腎細胞癌から陰嚢内臓器への転移経路について,高

井ら!4)は(1)精巣動脈を通る血行性転移,(2)静 脈逆行性

転移,(3)リ ンパ逆行性転移,以 上の可能性を述べてい

る.本 邦報告5例 の うち,静 脈逆行性と考えられたも

の3例3・10・13),血行 性転移1例 夏2),リ ソバ逆行性1

例IDで あった.本 症例は1)静 脈内腫瘍塞栓が左腎静脈

を介して精巣静脈内にまで認められたこと,2)病 理組

織において,蔓 状静脈叢内に腫瘍細胞が充満していた

こと,な どより,左 腎静脈より精巣静脈を通る静脈逆

行性転移が考えられる.

結 語

51歳 の男性で,左 腎細胞癌にて左腎摘術後9ヵ 月目

に左精索へ転移を来たした症例を報告 した.転 移経路

として静脈逆行性が考えられた.

本論 文の要旨は日本泌尿 器科学 会第123回 関 西地方会にお

いて発表 した.
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